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集
古
会
か
ら
見
る

『
渋
江
抽
斎
』

は
じ
め
に

鴎
外
は
、
考
一
説
家
渋
江
抽
粛
の
伝
を
立
ち
上
げ
る
に
あ
た
っ
て
、
拙
斎
と
鶴

外
を
患
わ
せ
る
「
わ
た
く
し
」
と
の
「
奇
縁
」
を
強
調
し
て
い
る
。
「
文
章
の

題
材
を
、
種
々
の
周
囲
の
状
況
の
た
め
に
、
過
去
に
求
め
る
や
う
に
な
っ
」
た

「
わ
た
く
し
」
は
、
「
徳
川
時
代
の
事
践
を
捜
」
る
た
め
、
「
武
鑑
を
検
す
る
必

要
が
生
じ
た
」
。
武
鑑
を
蒐
集
す
る
過
程
で
自
に
し
た
の
が
、
「
弘
前
医
官
渋
江

氏
蔵
警
記
と
一
五
ふ
朱
印
」
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
「
わ
た
く
し
」
は
渋
江
氏
の

探
索
を
始
め
、
こ
の
朱
印
に
あ
る
渋
江
氏
が
「
経
籍
訪
古
志
』
(
安
政
三
年
成

立
)
を
警
い
た
渋
江
拙
斎
で
あ
り
、
名
を
道
純
と
い
っ
た
こ
と
に
辿
り
着
く
。

「
渋
江
拙
斎
』
(
「
東
京
日
日
新
開
」
大
正
五
年
一
月
二
二
日

i
五
月
二

O
日
「
大

阪
毎
日
新
開
」
大
正
五
年
一
月
二
二
日

i
五
月
一
七
日
)
「
そ
の
三
」
か
ら
「
そ

の
九
」
に
は
、
「
わ
た
く
し
」
と
拙
斎
の
武
鑑
を
巡
る
「
奇
縁
」
か
ら
、
嗣
子

保
と
対
面
す
る
ま
で
の
経
緯
が
、
詳
細
に
語
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
経
緯
が
語
ら
れ
る
背
景
と
し
て
、
一
つ
に
は
作
中
「
そ
の
二
」
に

述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「
抽
斎
は
現
に
広
く
世
間
に
知
ら
れ
て
ゐ
る
人
物
で
は

な
い
よ
と
い
う
認
識
が
あ
る
。
確
か
に
、
渋
江
拙
斎
や
伊
樺
蘭
軒
な
ど
、
鴎

外
の
描
き
出
し
た
考
証
家
た
ち
は
、
一
般
に
著
名
な
人
物
で
は
な
か
っ
た
。
先

行
論
に
お
い
て
も
、
鶴
外
の
史
伝
は
、
歴
史
に
埋
も
れ
た
人
物
た
ち
に
光
を
当
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上

て
た
も
の
と
し
て
、
評
価
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
一
部
の
人
々
に
と
っ
て
、
渋
江
抽
斎
は
決
し
て
歴
史
に
埋
没
し
た

存
在
で
は
な
か
っ
た
。
集
古
会
に
集
っ
た
人
々
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
鴎
外
が
渋

江
抽
粛
と
出
会
う
以
前
か
ら
、
拙
粛
を
含
む
考
証
家
の
事
蹟
を
探
っ
て
い
た
。

例
え
ば
、
彼
ら
の
機
関
誌
で
あ
っ
た
「
集
古
」
に
は
、
三
村
清
三
郎
、
横
尾
勇

之
助
共
輯
に
よ
る
「
蔵
書
印
譜
」
(
「
集
古
」
明
治
三
六
年
三
月
j
昭
和
四
年
一

月
)
が
連
載
さ
れ
て
い
た
が
、
「
渋
江
拙
斎
』
連
載
開
始
以
前
の
明
治
四
十
四

年
一
一
丹
、
既
に
渋
江
拙
粛
の
蔵
書
印
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
「
渋

江
氏
珍
玩
」
「
渋
江
叢
書
」
と
い
う
二
種
類
の
蔵
書
印
の
図
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、

拙
粛
の
簡
単
な
伝
が
警
か
れ
て
い
る
。
以
下
に
全
文
を
引
用
す
る
。

渋
江
道
純

名
全
善
字
道
純
号
抽
斎
位
弘
前
医
宮
安
政
五
年
成
午
八
月
廿
九
自
殺
享
年

1
1
1
1
1
L
いV

五
十
四
葬
谷
中
三
崎
南
町
観
応
寺
(
傍
線
は
論
者
に
よ
る
。
以
下
閉
じ
)

こ
こ
に
は
、
「
渋
江
拙
斎
』
冒
頭
で
問
題
と
な
っ
た
情
報
が
つ
と
に
載
せ
ら

れ
て
い
る
。
蔵
書
家
で
あ
っ
た
渋
江
氏
が
、
拙
斎
と
号
し
、
字
は
道
純
で
あ
っ

た
こ
と
、
弘
前
藩
の
堅
官
で
あ
っ
た
こ
と
、
墓
が
谷
中
の
「
感
応
寺
」
に
あ
る

こ
と
、
で
あ
る
。
鶴
外
が
、
こ
の
「
集
古
」
の
記
事
を
自
に
し
た
か
ど
う
か
は



定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
情
報
が
既
に
公
に
さ
れ
て
い
た

と
い
う
事
実
は
、
冒
頭
の
拙
斎
探
索
の
場
面
の
意
味
合
い
を
変
え
る
。
集
古
会

を
視
塵
と
し
て
考
え
た
場
合
、
鴎
外
は
も
っ
と
大
き
な
枠
組
み
の
中
で
、
抽
斎

以
下
多
く
の
考
証
家
た
ち
を
見
出
し
て
い
っ
た
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。
近
世

の
考
証
家
で
あ
っ
た
渋
江
抽
斎
を
、
鴎
外
が
こ
の
時
期
に
発
掘
し
論
じ
る
意
味

を
、
考
説
家
を
眼
差
す
広
い
動
き
の
中
で
捉
え
る
必
要
性
が
生
じ
て
く
る
の
で

あ
る
。以

下
に
見
て
い
く
よ
う
に
、
集
古
会
の
活
動
は
考
証
家
の
研
究
だ
け
に
と
ど

ま
ら
な
い
。
集
古
会
の
活
動
を
視
野
に
入
れ
て
、
「
渋
江
抽
斎
」
を
読
ん
だ
と
き
、

鴎
外
立
以
江
抽
斎
』
だ
け
で
は
見
え
て
こ
な
か
っ
た
、
渋
江
拙
粛
を
扱
う
意
味

が
見
え
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

集
古
会
の
学
問
体
系
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集
古
会
の
会
誌
「
集
古
」
に
集
っ
た
人
々
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
山
口
昌

男
「
内
田
魯
庵
山
脈
〈
失
わ
れ
た
日
本
人
〉
発
掘
」
(
平
成
二
二
年
一
月
、
品

文
社
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。
集
古
会
や
そ
の
局
辺
に
集
っ
て
い
た
人
々
の
清
報
は
、

本
番
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
本
節
で
は
、
集
古
会
の
沿
革
や
人
間

関
係
に
つ
い
て
は
本
書
の
情
報
に
基
づ
き
つ
つ
、
さ
ら
に
集
古
会
の
果
た
し
た

役
割
や
問
時
代
的
な
意
義
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
き
た
い
。

集
古
会
は
、
明
治
二
十
五
年
、
坪
井
正
五
郎
主
唱
の
も
と
に
林
若
吉
、
山
中

共
古
、
清
水
晴
嵐
ら
が
参
加
し
て
設
立
さ
れ
た
。
「
集
古
会
規
制
ど
に
、
「
本
会

ハ
談
笑
ノ
間
二
史
学
考
古
学
ノ
智
識
ヲ
交
換
ス
ル
ヲ
目
的
ト
シ
其
レ
ニ
関
ス
ル

器
物
警
籍
警
函
等
ヲ
蒐
集
展
覧
シ
旦
ツ
会
誌
ヲ
発
行
ス
」
と
述
、
べ
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
、
集
古
会
は
会
員
の
持
つ
書
物
や
智
識
の
交
換
を
自
的
に
発
足
さ
れ
た

会
で
あ
る
。
彼
ら
が
持
ち
寄
っ
た
の
は
、
学
問
的
な
物
に
止
ま
ら
ず
、
玩
具
や

武
具
、
絵
な
ど
多
様
な
物
た
ち
で
あ
っ
た
。

会
一
誌
「
集
十
日
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
「
際
雑
誌
綿
自
集
覧
一
』
(
昭
和
田
九

年
九
月
、
自
本
古
輩
出
通
信
社
)
中
、
「
集
古
」
の
捕
に
、
以
下
の
よ
う
な
説
明

が
あ
る
。集

古
の
内
容
は
考
古
学
、
史
学
を
主
と
し
た
学
術
的
立
趣
味
的
な
記
事
で
、

貴
重
文
献
の
翻
刻
、
古
書
画
典
籍
解
題
、
書
物
や
人
物
に
就
て
の
考
証
、

随
筆
等
み
の
が
せ
な
い
書
誌
で
あ
る
。
又
長
年
に
わ
た
っ
て
の
蔵
書
印
譜
、

近
世
華
押
諮
、
江
戸
商
牌
集
な
ど
の
連
載
も
特
色
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。

集
古
会
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
学
問
の
場
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
た
く
さ
ん

存
在
し
た
。
清
野
謙
次
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
学
問
研
究
の
連
絡
方
法
と
し

て
、
他
人
の
通
信
、
学
術
集
談
会
、
著
作
の
三
点
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
内
、

学
術
集
談
会
に
つ
い
て
は
、
「
志
を
同
じ
う
し
、
趣
味
を
等
し
う
せ
る
人
々
が

相
連
絡
し
て
、
其
発
見
事
項
、
研
究
事
項
を
通
信
し
合
っ
た
外
に
、
期
日
を
決

め
て
一
定
の
場
所
に
襟
本
を
携
へ
て
会
合
し
、
各
自
意
見
を
交
換
す
る
し
、
又

親
践
の
助
け
と
し
た
。
」
と
い
い
、
当
初
は
趣
味
の
集
ま
り
で
あ
っ
た
も
の
が
、

次
第
に
様
々
な
会
へ
と
発
一
反
し
て
い
っ
た
と
述
べ
る
。
先
に
見
た
集
古
会
の
自

的
や
そ
の
活
動
内
容
に
鑑
み
る
に
、
集
古
会
の
人
々
は
、
こ
う
し
た
近
世
の
文

人
達
の
学
問
の
集
ま
り
の
延
長
に
自
身
を
位
置
づ
け
て
い
た
と
い
え
る
。

彼
ら
の
念
頭
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
会
の
一
つ
に
、
山
口
昌
男
が
「
神
話
的
原

型
と
そ
の
反
復
の
ご
と
き
関
係
」
と
指
摘
す
る
耽
奇
会
が
あ
る
。
耽
奇
会
は
、
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山
崎
美
成
を
中
心
と
し
た
好
十
日
、
好
事
家
の
集
ま
り
で
あ
り
、
文
政
七
年
五
月

か
ら
翌
八
年
十
一
月
に
か
け
て
、
月
一
間
計
二
十
間
開
催
さ
れ
た
。
各
自
が
所

有
の
古
敢
闘
画
、
古
器
財
な
ど
の
珍
口
問
者
物
を
持
ち
寄
り
、
展
観
し
、
批
評
す
る

と
い
う
会
で
あ
っ
た
。
耽
奇
会
の
参
加
者
は
、
画
家
の
谷
文
晃
、
国
学
者
で
蔵

批
閤
家
と
し
て
知
ら
れ
る
屋
代
弘
賢
、
滝
沢
馬
琴
な
ど
、
将
持
た
る
顔
ぶ
れ
で
あ
っ

た
と
い
う
。
会
の
記
録
の
集
成
で
あ
る
「
耽
寄
漫
録
い
第
一
集
(
文
政
七
年
五

月
一
五
日
間
擢
)
に
は
、
山
崎
美
成
の
序
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

ふ
る
き
物
は
日
々
に
そ
こ
な
は
れ
、
退
け
き
も
の
は
つ
ね
に
稀
な
る
も
の

な
れ
ば
、
い
と
え
が
た
く
な
ん
、
さ
る
を
好
み
を
間
じ
う
す
る
友
の
、
こ

れ
か
れ
ひ
め
も
た
る
も
少
か
ら
ね
ど
、
折
に
ふ
れ
事
に
よ
ら
ざ
れ
ば
見
ざ

る
も
亦
お
ほ
か
り
、
過
し
こ
ろ
打
か
た
ら
ふ
こ
と
の
つ
い
で
に
い
へ
る
は
、

割
判
制
副
社
叫
刈
割
は
酎
叫
1
d
判
的
調
関
以
け
叫
叫
叶
以
封
剖
1
刷
矧

は
制
制
組
制

1
U引
叫
寸
引
は
引
引
矧
斗
ぺ

4
d州
料
パ
リ
州
制
刻
叫
訂

刈
刻
斗

U
出
叫
川
例
制
刻
叫
、
い
か
に
う
れ
し
か
る
わ
ぎ
な
ら
ず
や
、
か

つ
む
か
し
今
の
か
は
れ
る
さ
ま
を
も
見
、
あ
だ
し
く
に
の
な
ら
は
し
を
も

し
る
た
つ
き
な
る
べ
き
、
こ
れ
ぞ
飛
耳
長
目
の
学
び
と
も
云
べ
し

こ
こ
で
は
、
品
物
を
持
ち
寄
っ
て
、
語
り
合
う
と
い
う
江
戸
時
代
の
学
問
研

究
の
特
徴
と
通
じ
る
耽
奇
会
の
目
的
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
会
で
の

交
流
を
通
し
て
、
人
々
の
知
は
集
積
さ
れ
、
組
織
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
集
古
会

は
、
近
世
の
知
の
あ
り
方
を
意
識
し
た
上
で
、
成
立
し
、
展
開
し
た
の
だ
と
い

、ぇト
t

でつ。
た
だ
し
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
近
世
の
知
の
延
長
に
あ
る
と
い
っ
て
も
、

集
十
μ
会
は
明
治
時
代
に
結
成
さ
れ
た
会
で
あ
る
。
被
ら
の
考
証
、
髄
筆
か
ら

は
、
江
戸
時
代
の
文
化
の
記
録
・
保
存
と
い
う
自
的
を
明
離
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
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例
え
ば
、
明
治
三
十
三
年
か
ら
開
催
さ
れ
た
「
山
ノ
手
談
話
会
」
に
お
け

る
彼
ら
の
立
場
を
見
て
み
よ
う
。
「
山
ノ
手
談
話
会
」
は
、
正
確
に
は
集
古
会

の
催
し
で
は
な
い
が
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
が
重
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
集
古

会
の
立
場
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
「
山
ノ
手
談
話
会
」
は
明
治

三
十
三
年
十
月
か
ら
明
治
三
十
五
年
九
月
に
か
け
て
、
全
二
十
自
由
行
わ
れ
、

口
述
筆
記
が
「
両
方
会
報
告
」
(
明
治
三
四
年
四
月

i
明
治
三
八
年
二
一
月
)

に
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
以
下
の
文
章
か
ら
は
、
「
山
ノ
手

談
話
会
」
の
趣
旨
や
意
義
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

市
し
て
明
治
も
愛
に
品
川
有
余
年
、
当
時
少
壮
気
鋭
の
士
も
、
今
は
蜜
髪
霜

白
き
を
覚
ゆ
る
の
年
輩
た
り
、
ま
し
て
所
謂
古
老
は
日
に
月
に
凋
落
し
、

且
つ
土
人
の
異
動
甚
し
け
れ
ば
、
随
而
土
地
の
口
碑
伝
説
逸
話
等
は
、
制

同
リ
司
斗
利
引
制
剣
判
引
は
制
剖
利
叫
叶
制
り
淵
倒
伺
料
刈
斗
叶
剖
剖
引
、

「
山
ノ
手
談
話
会
」
は
、
山
ノ
手
の
町
内
の
様
子
に
つ
い
て
の
記
憶
を
鹿
談

す
る
こ
と
を
通
し
て
、
再
現
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
会
の
趣
旨
は
、
「
滅

び
行
か
ん
こ
と
必
せ
り
」
で
あ
る
江
戸
の
名
残
に
つ
い
て
、
口
述
筆
記
に
よ
っ

て
残
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
「
今
に
し
て
こ
れ
を
拾

集
す
る
に
非
ざ
れ
ば
」
と
い
う
認
識
か
ら
は
、
明
治
の
世
の
中
か
ら
近
世
を
客

観
的
に
評
価
し
、
捉
え
産
そ
う
と
す
る
眼
差
し
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
、
集
古
会
に
つ
い
て
、
彼
ら
が
自
ら
を
近
世
の
知
の
延
長
と
し
て
位
置



づ
け
て
い
た
こ
と
、
近
世
の
文
化
の
記
録
・
保
存
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
旧
幕
臣
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
問
方
会
と
メ
ン
バ
ー
の
重
な
り

が
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
集
古
会
の
活
動
は
内
部
に
と
ど
ま
ら
ず
、
同
時
代
に
お

い
て
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
次
節
で
は
、
こ
う
し
た
集
古
会
の
人
々
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

集
古
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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こ
う
し
た
近
世
へ
の
眼
差
し
は
、
集
古
会
に
限
ら
な
い
。
集
古
会
の
メ
ン
バ
ー

も
所
属
し
て
い
た
、
あ
る
い
は
関
わ
り
の
あ
っ
た
団
体
に
も
共
通
し
て
見
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
明
治
の
末
年
に
は
、
失
わ
れ
て
い
く
名
家
の
墓
を
探
索
、
保
存
し

よ
う
と
い
う
会
が
あ
っ
た
。
武
田
信
賢
を
中
心
と
し
た
東
部
掃
墓
会
は
機
関
誌

「
見
ぬ
世
の
友
」
(
明
治
三
三
年
六
月
j
三
五
年
一

O
月
)
を
発
行
、
大
槻
如
電

を
中
心
と
し
た
探
墓
会
は
機
関
誌
「
あ
ふ
ひ
」
(
明
治
問
三
年
五
月

i
七
月
)

を
発
行
し
、
そ
の
活
動
を
報
告
し
て
い
た
。
「
名
家
墳
墓
の
移
動
」
(
「
あ
ふ
ひ
」

一
ニ
、
明
治
四
三
年
七
月
)
と
題
し
た
記
事
に
は
、
探
墓
会
が
「
考
古
学
者
、
歴

史
学
者
、
古
典
研
究
の
篤
志
家
等
」
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
こ
と
、
「
古
来
著

名
の
墳
墓
が
往
々
其
連
跡
を
止
め
ず
其
所
在
を
失
ふ
に
至
り
な
ん
」
と
い
う
経

緯
が
結
成
を
促
し
た
こ
と
な
ど
が
自
記
さ
れ
て
い
る
。
東
都
掃
墓
会
に
は
、
山
中

共
古
や
坪
井
正
五
郎
も
名
を
連
ね
て
お
り
、
ま
た
武
田
信
賢
は
集
古
会
に
積
極

的
に
参
加
、
寄
稿
す
る
会
員
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
武
田
は
探
墓
会
に
も
参
加
し

て
お
り
、
大
概
如
電
も
同
じ
く
集
古
会
の
一
員
だ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の

活
動
か
ら
は
、
失
わ
れ
て
い
く
近
世
の
名
残
を
様
々
な
形
で
残
し
て
い
こ
う
と

い
う
意
図
を
共
通
し
て
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
時
代
は
下
る
が
、
大
正
七
年
に
は
「
武
蔵
野
に
於
け
る
自
然
と
人

文
と
を
学
び
、
ま
た
武
蔵
野
に
於
け
る
趣
味
を
養
は
ん
と
す
る
」
と
い
う
目
的

の
も
と
、
雑
誌
「
武
蔵
野
」
(
大
正
七
年
一
月
j
昭
和
一
八
年
二
一
月
)
が
刊

行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
雑
誌
は
、
集
古
会
の
試
み
を
考
え
る
上
で
見
逃
す
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
「
武
蔵
野
」
に
は
集
古
会
で
中
心
的
に
活

動
を
し
て
い
た
人
物
の
名
が
散
見
さ
れ
る
。
鳥
居
龍
蔵
、
山
中
共
古
を
は
じ
め

と
し
て
、
三
村
清
三
郎
、
沼
田
頼
輔
、
尾
佐
竹
猛
、
中
島
利
一
郎
、
三
田
村
鳶

魚
な
ど
が
参
加
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
が
鴎
外
の
史
伝
執
筆
に
あ
た
っ
て

の
情
報
提
供
者
で
あ
る
こ
と
も
注
自
に
舘
す
る
。
ま
た
、
鳥
居
龍
蔵
の
述
べ

る
「
本
会
は
単
に
狭
き
一
種
の
専
門
家
の
会
合
で
は
な
い
、
広
く
武
蔵
野
を
中

心
と
し
て
各
方
面
よ
り
研
究
的
に
、
将
た
趣
味
的
に
之
を
究
め
味
は
ん
と
欲
す

る
」
と
い
う
「
武
蔵
野
」
を
記
録
し
て
い
こ
う
と
す
る
趣
意
も
、
集
古
会
に
通

底
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
こ
で
は
、
集
古
会
と
人
脈
の
重
な
る
集
ま
り
に
お
い
て
、
共
通
し
た
過
去

へ
の
眼
差
し
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
彼
ら

が
行
っ
て
い
た
の
は
、
単
に
趣
味
や
好
事
と
い
う
言
葉
で
は
片
付
け
ら
れ
な
い
、

近
世
を
考
証
す
る
学
問
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
集
古
会
の
成
り

立
ち
を
考
え
れ
ば
、
よ
り
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。

集
古
会
の
始
ま
り
に
つ
い
て
は
、
幹
事
を
務
め
た
三
村
清
三
郎
が
、
会
員
名

簿
「
千
里
相
識
」
(
「
集
古
」
昭
和
一

O
年
九
月
)
に
付
し
た
沿
革
史
に
お
い
て

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

何
で
も
坪
井
博
士
が
人
類
学
会
で
は
竪
過
ぎ
る
か
ら
、
少
し
く
だ
け
た
集
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を
し
ゃ
う
と
い
ふ
の
で
、
当
時
の
若
手
を
発
起
人
に
し
て
、
明
治
二
十
九

年
一
月
五
日
午
設
か
ら
上
野
の
時
の
鐘
の
下
の
韻
松
亭
で
、
集
古
懇
話
会

を
開
催
し
た
。

こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
集
古
会
は
人
類
学
、
考
古
学
と
い
っ
た

学
問
で
は
扱
い
に
く
い
も
の
を
調
査
対
象
と
す
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
彼
ら
は
、
蔵
批
間
家
で
あ
る
と
問
時
に
、
古
銭
、
玩
具
、
甲
山
湾
、
裏
、

紋
挙
な
ど
に
詳
し
い
人
々
で
あ
っ
た
。

明
治
時
代
の
考
古
学
発
達
の
経
緯
を
述
べ
た
、
八
木
静
山
「
明
治
考
古
学

史
」
(
「
ド
ル
メ
ン
」
四
B

六
、
昭
和
一

O
年
六
月
)
は
、
発
足
当
時
の
考
古

学
界
を
、
「
博
物
館
派
」
「
大
学
派
」
「
集
古
会
派
」
の
三
つ
に
分
類
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
「
要
す
る
に
集
古
会
は
一
種
古
物
趣
味
者
の
娯
楽
場
で
あ
り
ま
し

た
が
、
併
し
人
類
学
会
や
、
考
古
学
会
が
、
鍛
然
た
る
衣
冠
束
帝
の
人
物
と
す

れ
ば
、
集
古
会
は
宛
も
家
提
内
の
主
人
公
が
横
に
な
り
な
が
ら
女
房
や
、
子
供

と
楽
し
気
に
語
る
、
裏
面
の
状
態
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
矢
張
り
考
古
界
全
体
上

よ
り
観
察
し
て
、
大
に
必
要
の
会
合
と
申
さ
ね
ば
為
り
ま
せ
ん
。
」
と
述
べ
る
。

山
口
昌
男
は
、
集
古
会
を
「
野
の
ア
カ
デ
ミ
ー
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
が
、
集

吉
会
の
活
動
は
、
む
し
ろ
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
表
裏
一
体
の
関
係
で
あ
っ
た
と

一
一
一
一
口
っ
て
よ
い
。
そ
れ
は
、
同
様
に
八
木
が
、
「
集
古
会
も
矢
張
り
考
古
学
会
と

向
様
、
人
類
学
教
室
か
ら
生
れ
た
と
申
て
宜
し
い
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
窺
え
る
。

問
問
知
の
よ
う
に
、
考
古
学
と
い
う
学
問
の
名
称
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
大
正
二
年
に
高
梼
健
自
が
「
僅
々
二
三
十
年
を
出
で
ぬ
」
と
い
う
よ
う
に
、

西
洋
の
学
問
が
流
入
し
た
近
代
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
に

は
「
古
物
学
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
考
古
学
が
学
問
と
し
て
確
立
す
る
上

で
大
き
な
役
割
を
来
た
し
た
坪
井
正
五
郎
は
、
考
古
学
に
つ
い
て
「
古
物
古
建

設
物
遺
跡
等
に
関
す
る
実
地
研
究
を
基
礎
と
し
て
当
時
の
事
実
を
正
確
に
推
考

す
る
を
務
め
と
す
る
学
問
な
り
ょ
と
述
、
べ
、
調
査
対
象
を
「
古
物
古
建
設
物

遺
跡
等
」
に
限
定
し
て
い
っ
た
。
考
古
学
の
対
象
が
眼
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
こ
か
ら
抜
け
落
ち
て
し
ま
っ
た
対
象
を
扱
う
集
古
会
の
よ
う
な
人
々
が
、

傍
流
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
考
古
学
と
い
う
学
問
が
立
ち
上
げ
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
過
渡
期
に
お

い
て
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
し
て
の
考
古
学
と
、
集
古
会
は
明
確
に
京
一
別
さ
れ
た

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
発
足
当
初
の
考
古
学
に
対
す
る
考
え
方
と
し
て
「
世
人

は
大
抵
人
類
学
と
は
斯
る
古
物
研
究
と
心
得
て
居
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
」
と

い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
発
足
当
初
の
両
者
は
、
成
立
に
お
い
て
も
、
活
動
内

容
に
お
い
て
も
つ
な
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
考
吉
学
が
確
立
す
る
に
つ
れ
て
、
集
古
会
の
人
々
は
、
ア
カ
デ
ミ
ズ

ム
の
学
問
で
は
扱
う
こ
と
の
で
き
な
い
、
幅
広
い
分
野
を
研
究
対
象
と
し
て

い
っ
た
。
学
問
を
限
定
し
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
人
物
関
係
も
多
岐
に
わ
た
り
、

他
分
野
の
学
問
を
対
象
と
し
た
捺
々
な
集
ま
り
と
の
交
流
も
見
ら
れ
た
。
こ
う

し
て
集
古
会
の
よ
う
な
学
開
の
体
系
は
、
考
古
学
と
は
異
な
る
形
で
定
着
し
て

い
っ
た
。
鴎
外
が
史
伝
の
情
報
提
供
者
と
し
て
交
わ
っ
た
人
々
も
、
こ
う
し
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
属
し
て
い
た
人
々
で
あ
る
。
彼
ら
の
探
索
方
法
に
は
、
単
に

興
味
の
対
象
が
類
似
し
て
い
た
と
い
う
以
上
の
符
合
が
見
ら
れ
る
。

鴎
外
が
、
資
料
や
史
実
の
真
偽
を
確
か
め
る
た
め
、
集
古
会
の
人
々
と
頻
繁

に
連
絡
を
と
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
史
伝
執
筆
開
始
後
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、
本
稿
で
開
い
た
い
の
は
、
直
接
的
な
人
間
関
係
の
あ
り
方
で
は
な
い
。
史



伝
に
見
ら
れ
る
方
法
意
識
や
発
想
が
、
集
古
会
の
人
々
の
発
想
と
極
め
て
似

通
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
そ

れ
は
、
論
じ
る
対
象
と
無
関
係
で
は
な
い
。
抽
斎
を
扱
う
こ
と
が
、
結
果
と
し

て
、
両
者
の
方
法
意
識
の
類
似
を
導
い
た
の
だ
と
い
え
る
。

蔵
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集
古
会
が
、
拙
斎
や
そ
の
他
の
考
一
一
社
家
を
探
っ
て
い
た
の
は
、
近
世
の
文
人

た
ち
の
知
の
あ
り
方
を
引
き
継
ぎ
、
残
し
て
い
こ
う
と
い
う
モ
チ
ベ

i
シ
ヨ
ン

に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
江
戸
の
面
影
を
、
語
る
こ

と
に
よ
っ
て
残
し
て
い
こ
う
と
す
る
「
山
ノ
手
談
話
会
」
の
態
度
と
通
底
す
る

も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。

江
戸
時
代
後
期
に
は
、
多
く
の
蔵
書
家
が
存
在
し
、
そ
れ
を
貸
借
し
た
り
、

会
読
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
知
の
交
流
を
図
っ
て
い
っ
た
。
同
村
敬
二

は
、
こ
う
し
た
江
戸
時
代
の
蔵
書
家
の
一
例
と
し
て
、
屋
代
弘
賢
、
小
山
田
与

清
、
近
藤
正
斎
、
狩
谷
被
斎
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
蔵
書
家
の
死
と
い
う

も
の
を
巡
っ
て
、
彼
ら
の
蔵
書
は
残
る
が
、
「
ひ
と
び
と
の
博
覧
、
生
き
字
引
、
呂
、

生
き
証
人
の
記
憶
、
と
い
う
も
の
は
消
え
」
て
し
ま
う
と
い
う
点
を
指
摘
し
て

い
る
。江

戸
時
代
後
期
に
存
在
し
た
蔵
審
家
た
ち
の
知
の
あ
り
方
は
、
西
洋
の
学
問

の
影
響
に
よ
っ
て
、
少
な
か
ら
ず
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
考
古
学
や
人
類
学
と
い

う
学
問
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
で
は
扱
え
な
い
対
象
が
生

ま
れ
た
よ
う
に
、
で
あ
る
。
集
古
会
は
、
変
化
を
受
け
止
め
な
が
ら
、
一
方
で

継
承
し
て
い
く
立
場
を
採
っ
た
。
ま
さ
に
、
集
古
会
は
、
散
逸
し
た
審
物
や
物

を
収
集
し
、
考
証
す
る
と
い
う
作
業
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
世
の
文
人
た

ち
の
「
記
憶
」
を
残
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

近
世
で
は
著
名
な
蔵
書
家
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
死
後
、
そ
の
名
が
埋

も
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
と
い
う
人
物
は
、
渋
江
拙
斎
以
外
に
も
多
数
存
在
し
た
。

確
か
に
渋
江
拙
斎
は
、
ま
と
ま
っ
た
伝
も
立
て
ら
れ
ず
、
偉
業
は
長
く
伝
え
ら

れ
ず
に
い
た
が
、
一
方
で
菩
提
寺
に
墓
石
が
存
在
し
、
子
孫
も
生
存
し
て
い
た
。

鴎
外
が
、
拙
斎
の
嗣
子
保
の
手
に
よ
る
材
料
に
基
づ
い
て
「
渋
江
拙
斎
』
を
執

筆
し
た
こ
と
は
、
白
川
知
の
通
り
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
墓
五
す
ら
所
在
不
明
に
な
っ
て
い
た
蔵
書
家
と
し
て
、
尾

崎
雅
嘉
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
尾
崎
雅
嘉
は
、
鱗
題
書
「
群
書
一
覧
』
(
享

和
二
年
刊
)
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
同
時
に
蔵
書
家
と
し
て
も
著
名
で
あ

り
、
大
阪
の
木
村
薬
夜
堂
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。
雅
嘉
存
命
時
、
「
国
学
者
と

し
て
の
尾
崎
雅
嘉
の
名
を
知
ら
ぬ
も
の
は
な
」
く
、
大
阪
に
眼
ら
ず
、
「
全
国

的
に
高
名
」
な
人
物
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
死
後
、
大
量
の
蔵
書
は
散
逸
し
、
墓
石
は
所
在
不
明
と
な
っ
た
。

こ
う
し
て
死
後
忘
れ
ら
れ
て
い
た
尾
崎
雅
嘉
は
、
明
治
期
に
再
発
見
さ
れ
て
い

く
。
そ
の
発
掘
に
尽
力
し
た
の
は
、
大
阪
の
古
書
活
主
鹿
国
松
雲
堂
と
幸
田
成

友
で
あ
る
。
去
十
回
露
伴
の
弟
と
し
て
も
知
ら
れ
る
幸
田
成
友
は
、
集
古
会
に
も

出
入
り
し
て
い
た
歴
史
家
で
あ
る
。
東
京
で
集
古
会
が
成
立
し
、
文
人
た
ち
の

事
蹟
を
発
表
し
て
い
た
頃
、
同
じ
よ
う
に
、
大
阪
に
お
い
て
も
忘
れ
ら
れ
た
過

去
の
人
び
と
を
探
索
す
る
活
動
が
進
行
し
て
い
た
。
雅
嘉
を
発
掘
す
る
十
日
十
回
の

姿
に
は
、
拙
斎
を
発
掘
し
た
鴎
外
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

幸
田
は
、
尾
崎
雅
嘉
発
掘
の
経
緯
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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我
等
読
寄
生
の
中
に
、
「
群
警
一
覧
」
の
作
者
と
し
て
尾
崎
雅
嘉
を
知
ら

ぬ
者
は
あ
る
ま
い
。
併
し
雅
義
の
缶
記
と
し
て
は
従
来
吋
古
学
小
伝
』
又

は
吋
近
世
三
十
六
家
集
略
伝
い
に
あ
る
位
で
、
委
し
い
こ
と
も
知
れ
ず
、

基
は
大
阪
口
縄
坂
の
春
鵠
軒
に
在
る
と
い
ふ
も
の
の
、
墓
石
さ
へ
分
か
ら

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
幸
に
墓
石
は
雅
嘉
の
六
十
六
年
忌
に
相
当
す
る
明

治
二
十
五
年
の
秋
、
本
堂
の
背
後
に
打
捨
て
て
あ
る
無
縁
碑
中
か
ら
発
見

剖
引
料
出
州
司
ォ
割
斜
制
鎖
蛍
脳
出
制
剖
用
制
剣
組
川
副
出
川
1
向
志
に

拘
っ
て
墓
石
を
本
堂
の
南
西
角
に
移
し
、
周
囲
に
は
石
垣
を
廻
ら
す
こ
と

と
な
り
、
工
事
成
就
の
後
、
雅
嘉
の
祥
月
命
日
に
当
る
十
月
三
日
を
期
し

て
盛
な
祭
典
を
行
は
れ
た
。

尾
崎
雅
嘉
が
生
存
中
の
高
名
に
比
し
て
、
死
後
一
長
く
忘
れ
ら
れ
た
存
在
に

な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
幸
田
の
述
べ
る
と
こ
ろ
か
ら
窺
え
る
通
り
で
あ
る
。
明

治
三
十
四
年
よ
り
、
大
阪
市
史
編
集
に
関
わ
っ
て
い
た
幸
四
は
、
鹿
田
が
讃
極

的
に
行
っ
て
い
た
雅
嘉
の
顕
彰
事
業
に
参
加
、
ま
た
同
じ
く
鹿
田
が
中
心
と

な
っ
た
大
阪
で
の
古
書
附
陳
列
会
「
保
古
会
」
に
も
、
主
要
な
メ
ン
バ
ー
と
し
て

名
を
連
ね
て
い
た
。
鹿
田
は
、
吉
警
の
重
要
性
を
啓
蒙
す
る
立
場
か
ら
、
大
阪

の
文
人
発
掘
に
積
極
的
で
あ
っ
た
。
尾
崎
以
外
に
も
、
大
塩
中
斎
、
萩
原
広
道
、

木
村
薬
臨
堂
、
山
川
正
宣
等
の
建
碑
を
主
唱
し
た
。
幸
田
が
関
わ
っ
て
い
た
こ

う
し
た
活
動
に
は
、
集
古
会
と
同
様
に
、
大
阪
に
お
け
る
文
人
た
ち
を
発
掘
し
、

残
し
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
が
働
い
て
い
た
に
違
い
な
い
。

存
命
中
に
お
け
る
、
移
し
い
蔵
書
数
と
文
人
と
し
て
の
業
績
に
対
す
る
敬
慕

や
崇
拝
の
念
が
、
人
々
を
埋
も
れ
た
文
人
た
ち
の
発
掘
へ
と
突
き
動
か
す
。
お

そ
ら
く
、
過
去
の
文
人
を
顕
彰
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
道
筋
が
一
つ

の
定
期
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
鶴
外
の
渋
江
抽
斎
を
語
る
こ
と
の
意
味

も
、
こ
う
し
た
活
動
の
延
長
上
で
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

従
来
、
「
渋
江
拍
斎
』
は
、
鴎
外
の
抽
粛
に
対
す
る
共
感
に
基
づ
い
て
論
じ

ら
れ
て
き
た
。
州
問
外
が
自
身
の
置
か
れ
た
境
遇
に
「
不
平
」
を
抱
い
て
い
た
と

い
う
見
方
は
早
く
か
ら
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
「
不
平
」
の
感
矯
を
「
渋
江

拙
斎
い
執
筆
の
モ
チ
ー
フ
と
捉
え
る
諾
論
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
そ
こ
で
は
、
あ
く
ま
で
も
鶴
外
が
抽
斎
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
た

か
と
い
う
問
題
に
限
定
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

例
え
ば
、
小
泉
浩
一
郎
は
、
先
行
の
「
不
平
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
踏
ま
え

た
上
で
、
「
埋
も
れ
た
学
者
抽
斎
の
生
の
発
掘
、
考
証
学
と
い
う
非
政
治
の
学

統
の
追
尋
の
中
に
〈
秩
序
〉
に
よ
る
呪
縛
か
ら
の
解
放
を
夢
見
た
鴎
外
」
を
捉
え
、

そ
れ
は
ま
た
維
新
史
を
構
築
す
る
と
い
う
企
図
に
よ
っ
て
「
思
い
が
け
ず
自
己

を
な
お
規
制
し
つ
、
、
つ
け
る
〈
政
治
〉
や
〈
秩
序
〉
の
影
に
脅
か
さ
れ
る
」
こ
と

に
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

作
中
に
お
い
て
、
抽
斎
に
対
す
る
追
慕
や
敬
愛
の
感
情
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ

と
か
ら
も
、
鴎
外
が
拙
斎
に
好
意
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
「
渋
江
拙
斎
』
執
筆
以
前
か
ら
活
動
し
て
い
た
、
集
古
会
や
そ
の
周

辺
の
人
々
の
言
説
を
視
野
に
入
れ
て
考
え
た
な
ら
ば
、
鶴
外
が
拙
斎
を
見
出
し

て
い
っ
た
意
味
は
変
わ
っ
て
く
る
。
拙
斎
は
、
残
す
べ
き
近
世
の
知
の
体
現
者

と
し
て
、
集
古
会
や
そ
の
崩
辺
の
人
々
に
認
識
さ
れ
て
い
た
。
拙
斎
を
調
、
べ
、

書
く
こ
と
の
意
味
は
、
既
に
鴎
外
が
「
渋
江
拙
斎
」
に
着
手
す
る
以
前
に
形
成

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
、
従
来
の
鴎
外
研
究
に
お
い
て
は
自
明
の
も
の
と
さ
れ
て
き
た
、

抽
斎
へ
の
共
感
の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考



え
る
。
近
世
の
考
証
家
た
ち
を
論
じ
る
同
時
代
の
場
の
中
で
、
鴎
外
は
ど
の
よ

う
な
モ
チ
ベ

l
シ
ヨ
ン
か
ら
抽
斎
や
蘭
軒
を
見
出
し
て
い
っ
た
の
か
。
そ
も
そ

も
、
な
ぜ
鴎
外
は
集
古
会
の
人
々
に
接
近
し
て
い
っ
た
の
か
。
こ
う
し
た
問
い

を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
、
本
稿
を
踏
ま
え
た
上
で
の
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

お
わ
り
に

集
古
会
と
の
距
離
を
測
る
傍
証
と
し
て
、
「
山
中
共
古
記
念
号
」
と
題
し
た

「
武
蔵
野
」
の
記
事
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
本
号
は
、
集
古
会
で
中
心

的
な
役
割
を
果
た
し
た
山
中
共
古
の
死
去
に
あ
た
っ
て
組
ま
れ
た
追
悼
号
で
あ

る
。
「
武
蔵
野
」
の
幹
事
、
編
集
主
任
を
務
め
た
中
島
利
一
郎
は
、
「
巻
頭
の
辞
」

を
述
べ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
岡
崎
外
の
名
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
ず
、
中
島
は
、
「
徳

川
時
代
の
学
者
」
と
し
て
新
井
白
石
、
貝
原
益
軒
を
挙
げ
、
問
者
を
対
比
的
に

論
じ
て
い
る
。
「
常
に
独
善
を
期
し
て
、
動
も
す
れ
ば
其
の
才
を
侍
む
に
過
ぎ
、

自
ら
権
勢
に
居
ら
ん
こ
と
を
欲
し
た
よ
白
石
に
対
し
て
、
益
軒
は
「
飽
く
ま

で
も
自
ら
卑
う
し
、
克
く
人
に
譲
っ
た
。
」
と
一
言
う
。
そ
の
上
で
、
鴎
外
を
白

石
に
、
共
古
を
益
軒
に
な
ぞ
ら
え
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
の
で
あ
る
。
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吾
人
は
明
治
、
大
正
、
昭
和
問
に
於
け
る
森
鴎
外
博
士
の
、
鮮
や
か
に
し

て
且
つ
大
き
か
り
し
学
問
的
業
績
を
見
て
、
敬
仰
の
念
措
く
能
は
ざ
る
も

の
が
あ
る
と
問
時
に
、
鴎
外
博
士
は
、
ど
う
も
白
石
型
の
人
物
で
あ
っ
た

や
う
に
思
は
れ
た
。
そ
こ
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
の
色
彩
が
濃
厚
に
動
い
て
ゐ

た
。
面
し
て
明
治
、
大
正
、
昭
和
年
代
に
、
近
代
的
の
貝
原
益
軒
を
求
め

た
な
ら
ば
、
そ
れ
が
わ
が
山
中
共
古
銭
で
は
あ
る
ま
い
か
。

ち
な
み
に
、
中
島
利
一
郎
は
黒
田
侯
爵
家
記
録
編
集
主
任
を
務
め
、
宮
内
省

で
「
明
治
天
皇
御
記
」
の
編
纂
に
も
携
わ
っ
た
と
い
う
人
物
で
あ
り
、
鴎
外
と

の
関
わ
り
も
深
か
っ
た
。
鴎
外
の
史
伝
に
も
情
報
提
供
者
と
し
て
、
そ
の
名
が

登
場
す
る
。
鴎
外
と
学
問
上
の
交
わ
り
の
あ
っ
た
中
島
が
、
こ
の
よ
う
に
鴎
外

と
共
古
の
対
比
を
述
べ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
両
者
の
学
問
に
は
、
相

隔
た
っ
た
部
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

鴎
外
が
史
伝
を
執
筆
す
る
中
で
、
情
報
提
供
者
と
し
て
、
集
古
会
の
人
々
と

交
わ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
今
後
は
、
そ
の
上
で
、
鴎
外
が
集
古
会
の

人
々
に
ど
の
よ
う
な
価
値
を
見
出
し
、
何
を
利
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
、

と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
手
が

か
り
と
し
て
、
古
川
い
江
拙
斎
」
以
下
史
伝
執
筆
を
巡
る
具
体
的
な
人
間
関
係
を

検
証
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論
じ
る
こ

と
と
し
た
い
。
対
象
と
方
法
意
識
に
類
似
性
が
見
ら
れ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
両

者
が
向
一
の
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
集
吉
会
の
人
々

が
、
「
少
な
く
と
も
従
来
の
文
学
史
の
な
か
で
は
十
分
に
位
置
づ
け
て
来
ら
れ

(
剖
)

な
か
っ
た
人
で
あ
る
よ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
ら
自
身
が
時
代
に

埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
の
と
は
対
照
的
に
、
鴎
外
の
史
伝
は
現
在
に
至
る
ま
で
読

ま
れ
続
け
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
単
独
で
論
じ
る
だ
け
で
は
見
え
て
こ
な
か
っ
た
、
「
渋
江
抽
斎
」

成
立
の
背
景
や
、
作
品
を
取
り
巻
く
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
そ
う
し
た

視
野
は
、
従
来
の
通
説
を
向
い
産
す
契
機
と
な
り
、
ま
た
鴎
外
の
史
伝
の
持
つ

意
味
を
考
え
る
上
で
の
手
が
か
り
と
も
な
る
は
ず
で
あ
る
。



キ
土

(
l
)

「
渋
江
拙
斎
』
に
先
行
す
る
、
拙
斎
伝
は
、
出
口
卯
吉
一
端
「
大
日
本
人
名
辞

響
」
増
訂
第
六
版
(
明
治
四
二
年
六
月
)
中
「
渋
江
拙
斎
片
足
利
前
述
編
「
徳
川

時
代
無
関
の
学
者
第
四
十
一
回
」
(
「
自
本
」
明
治
三
五
年
九
月
一
九
日
)
が
あ
る

の
み
で
あ
る
。
「
伊
深
関
軒
』
「
そ
の
こ
」
に
、
先
行
す
る
拙
斎
伝
に
関
す
る
記
述

が
見
ら
れ
る
。

(
2
)

例
え
ば
、
小
堀
桂
一
郎
「
森
鴎
外

i
文
業
解
題
創
作
縞
』
(
昭
和
五
七
年

一
月
、
岩
波
書
活
)
は
、
伊
深
鴎
軒
に
つ
い
て
「
敢
て
一
宮
へ
ば
明
治
の
世
に
は
学

芸
史
の
行
間
に
埋
没
し
た
や
う
な
名
前
」
と
し
た
上
で
、
「
臨
外
が
拙
斎
に
次
い
で

繭
軒
の
液
中
践
を
探
求
し
、
そ
の
伝
を
立
て
よ
う
と
思
ひ
立
っ
た
時
、
関
軒
は
先
づ

大
凡
こ
の
程
度
に
、
つ
ま
り
ど
う
見
て
も
不
当
な
ほ
ど
に
陛
に
そ
の
真
価
を
知
ら

れ
ざ
る
人
と
し
て
彼
の
般
に
映
っ
て
ゐ
た
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
が
問
時
に
、
鴎
外

を
し
て
隣
軒
伝
の
執
筆
に
向
は
し
め
た
動
機
の
一
半
で
も
あ
っ
た
。
」
と
述
べ
る
。

(
3
)

三
村
清
三
郎
、
横
尾
勇
之
助
共
輯
「
蔵
書
印
譜
其
四
十
四
」
(
「
集
古
」
明

治
四
四
年
一
一
月
)

(
4
)

鶴
外
は
集
古
会
の
会
員
で
は
な
か
っ
た
が
、
明
治
四
十
一
一
一
年
の
「
会
員
名

簿
」
(
「
集
古
」
明
治
四
三
年
三
月
)
に
は
鴎
外
の
弟
森
潤
三
郎
の
名
が
見
え
る
。

ま
た
、
潤
三
郎
は
「
集
古
」
に
「
渋
江
抽
斎
父
子
の
雑
記
発
見
附
現
存
せ
る
抽
斎

の
著
述
」
(
「
築
士
巴
昭
和
一
一
年
一
丹
)
と
題
し
た
、
「
渋
江
拙
斎
』
を
補
足
す
る

文
態
を
投
稿
し
て
い
る
。

(
5
)

「
集
古
会
誌
」
(
明
治
二
九
年
一
一
月
)
。
な
お
、
本
誌
は
「
集
古
会
記
事
」
、

「
集
古
会
誌
」
、
「
集
古
」
、
「
集
古
会
報
」
と
誌
名
の
改
題
が
度
々
行
わ
れ
て
い
る
。

本
稿
の
引
用
で
は
、
当
時
称
し
て
い
た
誌
名
に
従
っ
て
い
る
。

(
6
)

清
野
謙
次
「
第
八
篇
学
問
研
究
の
聯
絡
機
構
」
(
『
日
本
考
古
学
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人
類
学

史
上
巻
」
昭
和
二
九
年
九
月
、
岩
波
瞥
庖
)

(
7
)

引
用
は
、
「
日
本
随
畿
大
成
・
第
一
期
別
巻
耽
奇
漫
録
上
」
(
平
成
五
年

一
二
月
、
古
川
弘
文
館
)
に
よ
る
。

(
8
)

「
山
ノ
ヰ
ナ
談
話
会
」
を
機
関
誌
に
掲
載
し
た
向
方
会
は
「
本
会
ハ
出
幕
臣
タ

リ
シ
モ
ノ
、
子
孫
ヲ
以
テ
組
織
シ
交
互
智
徳
ヲ
研
磨
、
ン
友
誼
ノ
親
密
ヲ
謀
リ
兼
テ

吾
人
ノ
風
気
ヲ
発
揚
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
」
(
「
向
方
会
規
則
」
「
向
方
会
報
告
」
一
、

明
治
二
九
年
六
月
)
と
あ
る
よ
う
に
、
榎
本
武
揚
を
中
心
に
出
幕
臣
や
ゆ
か
り
の

人
々
で
結
成
さ
れ
た
会
で
あ
る
。
山
口
昌
男
は
、
前
掲
淀
川
田
魯
庵
山
脈
い
に
お

い
て
、
集
古
会
の
人
々
を
「
旧
幕
臣
か
、
敗
け
藩
の
出
身
者
、
ま
た
は
そ
の
系
譜

を
継
ぐ
者
、
江
戸
の
町
人
の
流
れ
」
で
あ
る
と
し
、
同
方
会
と
の
重
な
り
を
指
摘

し
て
い
る
。

(
9
)

明
治
三
十
三
年
十
月
、
山
中
共
古
宅
に
て
開
催
さ
れ
た
第
一
四
の
参
加
者

は
、
坪
井
正
五
郎
、
鳥
居
龍
蔵
、
関
保
之
助
、
武
田
信
賢
、
向
田
村
雄
、
林
若
吉
、

五
十
嵐
雅
一
一
一
日
、
室
賀
草
山
、
広
田
撃
洲
、
と
あ
る
。

(
凶
)
既
に
拙
稿
「
森
鴎
外
「
西
周
伝
」
論
」
(
「
小
山
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究

紀
要
」
四
一
一
、
平
成
二
二
年
三
月
)
で
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
明
治
二
十
二
年

頃
か
ら
、
江
戸
期
の
社
会
、
文
化
や
江
戸
幕
府
を
再
評
位
す
る
動
き
が
相
次
い
で

起
こ
っ
て
い
た
こ
と
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
「
山
ノ
手
談
話
会
」
の
掲
載
さ
れ
た
「
同

方
会
報
告
」
も
そ
う
し
た
動
向
か
ら
発
刊
さ
れ
た
機
関
誌
の
一
つ
で
あ
る
。

(
日
)
鳥
居
龍
蔵
「
本
会
の
設
立
と
雑
誌
発
行
の
趣
意
」
(
「
武
蔵
野
」
一
=
一
、
大

正
七
年
一
月
)

(
ロ
)
注
日
に
同
じ
。

(
日
)
高
橋
健
自
室
y

古
学
」
(
大
正
二
年
七
月
、
緊
精
堂
)

(
凶
)
斎
藤
忠
「
学
史
上
に
お
け
る
坪
井
正
五
郎
の
業
績
」
(
「
日
本
考
古
学
選
集
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2
坪
井
正
五
郎
集
上
巻
」
昭
和
田
六
年
七
月
、
築
地
書
館
)
に
は
、
「
思
う
に
、
当

時
に
お
け
る
史
学
は
、
古
典
を
尊
重
し
、
史
実
の
考
証
に
重
き
を
お
か
れ
、
過
去

の
人
び
と
の
文
化
や
生
活
の
究
明
は
と
か
く
看
過
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
一
方
、

考
古
学
が
よ
う
や
く
文
科
系
の
学
問
の
中
に
そ
だ
て
あ
げ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
と

か
く
風
俗
史
や
有
職
故
実
的
な
研
究
、
あ
る
い
は
珍
品
収
集
等
、
好
古
的
な
傾
向

か
ら
脱
却
す
る
こ
と
は
国
難
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
風
潮
の
中
に
あ
っ
て
、
坪

井
の
考
古
学
研
究
の
態
度
は
、
力
強
く
刺
戟
を
あ
た
え
、
考
古
学
の
地
位
を
擁
立
し
、

広
く
認
識
さ
せ
た
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

(
日
)
坪
井
正
五
郎
「
考
古
学
の
真
価
」
(
「
考
古
学
会
雑
誌
」
八
、
明
治
三

O
年

八
月
)

(
日
)
前
掲
、
八
木
静
山
「
明
治
考
古
学
史
」

(
口
)
関
村
敬
二
円
江
戸
の
蔵
書
家
た
ち
」
(
平
成
八
年
三
月
、
講
談
社
選
書
メ
チ

エ
)

(
国
)
鹿
田
文
一
郎
「
尾
崎
雅
嘉
に
つ
い
て
」
(
「
上
方
」
一
問
、
昭
和
七
年
二
月
)

(
川
口
)
幸
田
成
友
「
尾
崎
雅
嘉
」
(
「
響
籍
月
報
」
六
八
、
明
治
三
八
年
六
月
)
、
引

用
は
「
幸
田
成
友
著
作
集
第
六
巻
』
(
昭
和
四
七
年
五
月
、
中
央
公
論
社
)
に
よ
る
。

(
却
)
中
尾
堅
一
郎
編
『
保
古
会
出
品
目
録
』
(
昭
和
五
七
布
十
一
月
、
中
尾
松
泉
堂

警
脂
)
参
照
。
本
警
は
、
明
治
三
十
八
年
五
月
に
発
行
さ
れ
た
も
の
を
復
刻
し
た

も
の
。

(
幻
)
唐
木
願
三
「
鴎
外
の
精
神
」
(
昭
和
一
八
年
九
月
、
筑
摩
書
房
)
、
平
間
敏

夫
「
歴
史
小
説
と
史
伝
・
森
岡
崎
外
」
(
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
臨
時
増
刊
、
昭
和

三
五
年
一

O
月
)
、
三
好
行
雄
「
解
説
」
(
吋
近
代
文
学
注
釈
大
系
森
鶴
外
」
昭
和

田
一
年
一
月
、
有
精
堂
)
な
ど
。

(
泣
)
小
泉
浩
一
郎
三
渋
江
抽
斎
』
論
i
小
説
ジ
ャ
ン
ル
の
崩
壊
と
終
駕
」
(
「
別

品
川
国
文
学
・
森
鴎
外
必
携
」
平
成
元
年
一

O
月
)

(
お
)
中
島
利
一
郎
「
巻
頭
の
辞
」
(
「
武
蔵
野
」
一
回
'
二
三
、
昭
和
四
年
九
月
)

(
剖
)
紅
野
敏
郎
「
遁
遥
・
文
学
誌

(ω)
「
武
蔵
野
」
山
中
共
古
記
念
号
i
鳥

居
龍
藤
・
中
島
利
一
郎
・
三
田
村
鳶
魚
・
山
田
一
・
川
島
つ
ゆ
・
三
村
清
三
郎
ら
」

(
「
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
」
四
六
E

六
、
平
成
二
二
年
五
月
)

付
記
「
渋
江
拙
斎
」
の
作
品
名
は
「
渋
江
抽
斎
い
に
統
一
し
た
。
本
文
は
「
鴎
外

歴
史
文
学
集
第
五
巻
」
(
平
成
二
一
年
一
月
、
岩
波
書
店
)
に
拠
る
。
出
字
は
適

宜
新
字
に
あ
ら
た
め
た
。
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